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がんばってます！がんばってます！がんばってます！

つくしの会

おはぎづくりにはげみました

　
ア
ッ
と
言
う
間
に
、
シ
ニ

ア
サ
ー
ク
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹁
つ
く
し

の
会
﹂
の
活
動
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
活
動
に
、
会
員
30
名
で
奉

仕
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
第
2
月
曜
日
に
例
会

を
し
て
、
第
3
水
曜
日
は
杉

の
子
作
業
所
で
お
や
つ
作

り
。

　
ま
た
、
地
域
こ
ど
も
教
室
・

通
学
合
宿
も
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。

　
6
月
の
お
や
つ
作
り
は
、

草
餅
で
す
。
毎
回
50
名
分
作

り
ま
す
。
昔
私
達
の
子
ど
も

の
頃
の
お
や
つ
で
す
。

　
お
は
ぎ
・
み
た
ら
し
団
子
・

白
玉
だ
ん
ご
・
あ
ん
み
つ
・

ど
ら
や
き
・
焼
だ
ん
ご
・
蒸

し
パ
ン
等
を
4
〜
5
名
の
順

番
制
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
に
家
で
食
べ
た

こ
と
が
な
い
珍
し
い
と
、
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
昔
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
作
っ
て
、
喜
ん

で
貰
う
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

清
水
文
子
記

家族と一緒にグランドゴルフを楽しみました

サウンドフェロー（健全な仲間）

すくすく育て　子も苗も
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60
歳
以
上
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
好
き
人
間
が
集
っ
て
、

11
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
現
在
、
24

名
で
月
2
回
の
練
習
に
汗
を

流
し
、
年
4
回
の
連
盟
の
シ

ニ
ア
大
会
に
出
場
し
て
い
ま

す
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ほ
か

S
L
公
園
の
清
掃
活
動
を
し

た
り
、
メ
ン
バ
ー
の
田
で
サ

ツ
マ
イ
モ
を
育
て
町
内
保
育

園
児
と
一
緒
に
イ
モ
掘
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
高
齢
者
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
、
異
世
代
に
よ

る
交
流
が
地
域
貢
献
、
社
会

活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ニ

ッ
セ
イ
財
団
の
﹁
生
き
生
き

シ
ニ
ア
活
動
﹂
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
今
後
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
中
市
夫
記

　
最
近
、
絵
馬
通
り
を

歩
い
て
み
ま
し
た
。
多

賀
大
社
前
駅
の
前
の
公

園
に
は
大
小
2
つ
の
石

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ

る
。
こ
の
門
を
く
ぐ
り

ぬ
け
、
絵
馬
札
に
願
い

を
書
い
て
石
に
の
り
で

貼
る
と
﹁
願
い
﹂
が
叶

う
と
い
う
。
多
賀
発
し

あ
わ
せ
が
こ
こ
か
ら
始

ま
る
の
だ
。
今
後
絵
馬

札
は
絵
馬
通
り
の
商
店

に
置
く
と
の
こ
と
。

　
ま
た
多
賀
大
社
で
は

30
年
ぶ
り
に
平
成
の
大

造
営
竣
功
奉
祝
神
賑
行

事
が
10
月
14
日
の
遷
座

式
を
皮
切
り
に
10
月
28

日
ま
で
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

町
あ
げ
て
お
祝
い
を
し

よ
う
と
﹁
国
生
み
祭
り
﹂

実
行
委
員
会
が
イ
ベ
ン

ト
計
画
中
で
す
。
10
月

は
大
変
賑
や
か
に
な
り

そ
う
で
す
。土

田
雅
孝
記 ・

・
・
・



6
月
定
例
会

新
議
員
紹
介

　

6
月
定
例
会
は
、
6
月
13
日
1
日
限
り
の
日
程
で
開

か
れ
た
。

　
承
認

4
件
、
報
告
7
件
、
条
例
改
正
3
件
、
そ
の
他

2
件
が
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
た
。

　
継
続
審
査
中
で
あ
っ
た
請
願

1
件
は
、
不
採
択
と
決

し
た
。

23

町内企業の業績好調により

法人町民税
1億2000万円追加計上

　
平
成

18
年
度
補
正
予
算

◎
一
般
会
計

　
2
億
3
8
5
9
万
円
を
追

加
。

歳
入
の
主
な
も
の

法
人
町
民
税

1
億
2
2
8
3
万
円

地
方
交
付
税

4
7
0
8
万
円

繰
越
金

4
2
8
0
万
円

歳
出
の
主
な
も
の

財
政
調
整
基
金
積
立

2
億
6
0
0
0
万
円

減
債
基
金
積
立8

0
0
0
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

5
7
1
1
万
円
を
減
額
。

◎
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

5
2
7
8
万
円
を
減
額
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

3
7
5
9
万
円
を
減
額
。

専
　
　
決

閉
会
中
の
審
議

町
道
路
線
の
認
定

路
線
番
号
　
　
2
0
6
0

路
線
名
　
　
　
尺
仏
支
線

　
以
前
よ
り
大
字
藤
瀬
区
よ

り
町
道
認
定
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、
要
件
を
満
た
し
た
た

め
町
道
と
し
て
認
定
し
た
。

西
澤
義
雄
　
67
歳

　
J
A
東
び
わ
こ
経
営
管
理

委
員
、
多
賀
町
農
業
委
員
、

地
元
木
曽
の
特
定
農
業
者
団

体
﹁
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
木

曽
﹂
の
組
合
長
を
勤
め
、
地

域
の
農
業
振
興
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
多
賀
町
の
資

源
を
生
か
し
農
林
業
の
再
建

と
振
興
を
図
り
、
合
併
に
頼

ら
な
い
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　
自
分
を
偽
ら
ず
正
確
な
情

報
を
得
て
、
正
し
い
判
断
・

行
動
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
と

汗
を
結
集
し
て
、
多
賀
町
に

住
み
続
け
ら
れ
る
住
み
続
け

た
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
て
が

ん
ば
り
ま
す
。

藤
本
一
夫
　
66
歳

　
私
は
芹
谷
の
河
内
出
身

で
、
現
在
、
久
徳
で
飲
食
店

を
営
み
30
年
に
な
り
ま
す
。

　
本
名
で
呼
ば
れ
る
よ
り
屋

号
の
﹁
与
力
﹂
で
よ
ば
れ
る

方
が
多
い
く
ら
い
で
す
。

　
議
員
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
自
問
自
答
し
て
い
ま
す

が
、
直
面
し
て
い
る
﹁
芹
谷

ダ
ム
﹂
建
設
に
向
け
て
、
住

民
の
方
々
の
代
弁
者
と
し
て

お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
芹
川
氾
濫
被
害
は
県
の
試

算
に
よ
る
と
2
0
3
6
億
円

で
、
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と

で
9
0
6
億
円
に
押
さ
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
新
聞
報
道

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
早
期
実
現
に
向
け
て
努
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
林
幸
雄
　
61
歳

　
県
外
に
て
大
手
建
材
メ
ー

カ
ー
・
設
計
事
務
所
勤
務
後
、

家
の
後
を
継
ぐ
た
め
敏
満
寺

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
独
立
し
、建
築
士
事
務
所
を

構
え
30
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

　
税
源
移
譲
等
で
住
民
が
町

に
直
接
納
め
る
税
金
が
多
く

な
る
分
、
町
政
へ
の
関
心
を

よ
り
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
活
力
と
誇
り
の
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

町
基
本
構
想
の
多
く
の
課
題

を
確
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

見
直
す
べ
き
所
は
見
直
し
、

一
層
の
活
力
を
求
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
発
展
の
た
め
少
し
で
も

役
立
て
る
よ
う
尽
力
致
し
ま

す
。

請
　
　
願

労
働
法
制
を
改
悪
す
る
の
で

は
な
く
、
改
善
す
る
よ
う
国

に
求
め
て
下
さ
い
。︵
請
願
書
︶

　
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

請
願
は
、
本
会
議
に
て
賛
成

少
数
に
よ
り
不
採
択
と
し
た
。

︵
賛
成
5
反
対
6
︶

委
員
会
の

審
議
報
告

総 務

開
催
日

平
成
19
年
5
月
15
日

教
育
委
員
会
所
管

教
育
基
本
目
標

　
た
く
ま
し
い
力
と
心
豊
か

で
品
格
あ
る
人
づ
く
り

推
進
的
取
組
み

一
、
確
か
な
学
力
を
は
ぐ
く

む
教
育
。

一
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
た

め
の
健
康
や
体
力
の
育
成
。

一
、
教
師
力
を
高
め
る
教
職

員
研
修
な
ど
。

　
　
多
賀
中
学
校
の
給
食
に

つ
い
て
、
十
分
な
検
討
を
。

　
　
検
討
委
員
会
の
委
員
を

選
任
し
た
い
。

　
　
大
滝
小
学
校
で
新
築
し

た
体
育
館
の
音
響
が
響
き
す

ぎ
る
。
改
善
す
べ
き
だ
。

　
　
業
者
か
ら
音
響
の
こ
と

ま
で
予
測
で
き
な
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
調
査
費
に
20

〜
30
万
円
か
か
る
が
改
善
策

を
講
じ
た
い
。

　
　
町
独
自
の
育
英
資
金
制

度
が
住
民
に
徹
底
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
必
要
な
生
徒
に
支
給
で

き
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

　
委
員
全
員
で
町
内
の
中
学

校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
の
全

ク
ラ
ス
の
授
業
風
景
を
視
察

し
た
。
学
校
長
、
園
長
の
良

く
し
た
い
と
い
う
意
気
込
み

を
感
じ
た
。

問答

問答問答

閉
会
中
の
審
議

開
催
日

平
成
19
年
5
月
18
日

建
設
課
所
管

平
成
19
年
度
建
設
課
所
管
町

土
木
事
業
　
　
　
左
表
参
照

　
　
道
路
改
良
で
、
小
森
池

線
全
体
計
画
の
年
度
予
定
は
。

　
　
別
表
２
参
照

産業建設

問答

問答

平成19年度建設課所管町土木事業

事業種目 番号 路線名等 地先

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

富之尾

敏満寺

中川原

多　賀

南後谷

大　杉

敏満寺

中川原

多　賀

敏満寺

富之尾

川　相

宮　前

一　円

多　賀

土　田

八重練

霜ケ原

大君ケ畑

改　　良

舗　　装

里道舗装

集落排水

小 森 池 線

残土処分地立木伐採

中 川 原 中 央 線

車 戸 団 地 一 号 線

佐 目 南 後 谷 線

大 杉 二 号 線

敏 満 寺 高 宮 線

中川原工業団地一号線

四 ツ 屋 胡 宮 線

敏 満 寺 富 之 尾 線

富 之 尾 地 区

川 相 地 区

河 内 宮 前 地 区

一 円 地 区

多 賀 地 区

土 田 地 区

八 重 練 地 区

霜 ケ 原 地 区

大 君 ケ 畑 地 区

臨  

時  

会

　
平
成

19
年
5
月
10
日
臨
時

会
を
開
催
し
、
選
任
2
件
、

推
選
2
件
、
専
決
処
分
4
件
、

請
負
契
約
1
件
を
可
決
し
た
。

総
務
常
任
委
員

藤
本
一
夫

産
業
建
設
常
任
委
員若

林
幸
雄

西
澤
義
雄

ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
委
員

若
林
幸
雄

藤
本
一
夫

西
澤
義
雄

彦
根
市
、
犬
上
郡
営
林
組
合

議
会
議
員

藤
本
一
夫

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員

副
町
長
　
夏
原
昭
夫

　
町
道
小
森
池
線
佃
川
橋
梁

新
設
工
事

契
約
金
額
　
6
8
2
5
万
円

契
約
相
手

　
八
起
建
設
工
業
株
式
会
社

　
多
賀
営
業
所
　
田
中
浩
司

選
任
・
推
選

請

負

契

約

　
　
小
森
池
線
の

残
土
処
分
地
の
購

入
価
格
は
。

　
処
分
地
の
工
事

の
実
施
方
法
は
。

　
　
処
分
地
約
２

６

０

０

０
2

m
を

約
２
５
０
０
万
円

で
購
入
し
た
。
工

事
に
つ
い
て
は
、

国
道
３
０
６
号
線

接
続
寄
り
オ
ー
プ

ン
カ
ッ
ト
付
近
の

伐
根
処
分
を
併
せ
、

入
札
、
実
施
す
る
。

別表2 小森池線全体計画予定

年　　度 工事延長 事業費 摘　　　要

平成16〜18

平成19

平成20〜21

平成22

平成23〜25

　　 計

700ｍ

100ｍ

750ｍ

70ｍ

780ｍ

2400ｍ

4億3300万円

１億2100万円

8000万円

8000万円

8億8600万円

16億円

用地物件補償

橋梁含む

小森池川2カ所ボックス

施工

国道306号線に接続計画

合計10年間
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消雪装置に続く整備が待たれる門前町通り

あれからどうなった

一般質問その後
あれからどうなった

一般質問その後
あれからどうなった

一般質問その後

学
童
保
育
の
実
施
を

平
成
16
年
11
月
学
童
保
育
ス
タ
ー
ト

清
涼
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て

門
前
町
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
整
備
を

﹁
道
づ
く
り
委
員
会
﹂
を
立
ち
上
げ
た

多
賀
区
と
と
も
に
、
早
期
の
実
現
を
目
指
す

　学童保育については、町施設を利用して早期に実施するよう、

定例会の一般質問で再三出されてきた。

　平成 16 年 11 月、閉園となった清涼保育園を清涼ファミリース

テーションとして整備し、学童保育がスタートした。

　開所時は、多賀小 5 名、大滝小 1 名であったが、本年 6 月現在、

多賀小 37 名、大滝小 5 名が通っている。

　門前町にふさわしい道路として、

側溝整備・電線の移設などによる

景観整備が実現できるよう、一般

質問でも出され要望されてきた。

　平成 18 年 3 月に、多賀区が道路

沿線住民代表を含めた「道づくり

委員会」を立ち上げた。その中で、

計画の実現を目指した議論が重ね

られている。

　本事業は県の単独事業として実

施される。町としても、委員会と

の協議を進めながら、早期の実現

に向け県へ要望していく。

野 村  吉 晴 議員

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
は

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

地
域
の
連
帯
感
を
一
つ
に
結
束

ー
農
林
商
工
課
長
ー

野
村
議
員

　
全
国
の
小
学
校
6
年
生
と

中
学
3
年
生
の
国
公
私
立
の

99
％
の
学
校
が
4
月
に
テ
ス

ト
を
受
け
た
。

　
平
成
15
年
の
41
カ
国
が
参

加
し
た
学
力
テ
ス
ト
で
ゆ
と

り
教
育
を
契
機
に
、
日
本
の

読
解
力
が
8
位
か
ら
14
位
に

転
落
。
こ
の
と
き
の
衝
撃
が

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
43
年
ぶ

り
の
復
活
に
つ
な
が
っ
た
。

　
文
科
省
は
、
地
域
間
の
競

争
激
化
を
引
き
起
こ
す
の

で
、
国
全
体
と
都
道
府
県

単
位
ま
で
と
し
て
い
る
が
、

多
賀
町
は
ど
の
程
度
公
表
す

る
の
か
。

教
育
長

　
学
力
面
で
は
、
こ
こ
数
年

中
間
層
の
割
合
が
減
り
、
ふ

た
こ
ぶ
ラ
ク
ダ
の
よ
う
に
、
上

下
に
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

結
果
は
9
月
に
公
表
さ
れ

る
。

　
多
賀
町
で
は
、
児
童
生
徒

に
も
通
知
し
、
全
国
平
均
と

本
町
の
各
校
と
の
比
較
も
公

表
す
る
。

　
全
国
平
均
に
達
し
な
か
っ

た
教
科
は
、
長
期
休
み
な
ど

活
用
し
て
補
充
教
育
を
行
う
。

野
村
議
員

　
農
地
や
水
利
施
設
な
ど
、

農
村
の
地
域
資
源
を
維
持
、

管
理
す
る
共
同
活
動
支
援
事

業
の
実
施
期
間
は
5
年
間
で

あ
る
。
集
落
活
性
化
の
起
爆

剤
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

　
代
表
に
は
組
織
の
ま
と
ま

り
や
す
さ
か
ら
、
自
治
会
役

員
が
就
く
例
が
全
体
の
5
割

あ
る
が
、
多
賀
町
の
現
状
は
。

　
地
域
協
議
会
、
滋
賀
県
の

設
立
数
は
。

　
交
付
金
の
国
、
県
、
町
の

割
合
と
、
多
賀
町
の
加
入
状

況
、
今
後
の
対
策
は
。

農
林
商
工
課
長

　
こ
の
事
業
は
農
業
者
の
み

で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
の
活

動
が
基
本
で
、
申
請
者
の
代

表
者
名
は
、
16
集
落
の
う
ち

14
集
落
が
区
長
名
で
あ
る
。

　
滋
賀
県
の
地
域
協
議
会
は
、

1
県
1
協
議
会
で
あ
る
。

　
交
付
金
の
負
担
割
合
は
国

が
4
分
の
2
、
県
が
4
分
の

1
、
町
が
4
分
の
１
。

　
加
入
状
況
は
、
16
集
落
が

加
入
し
、
営
農
活
動
に
も
取

り
組
む
12
集
落
が
あ
る
。

　
今
後
は
、
説
明
会
や
フ
ォ

ー
ラ
ム
開
催
、
個
別
指
導
等

予
定
し
て
い
る
。

一

般

質

問

一

般

質

問

全国学力テストの結果は個人にも公表する

全国学力テストの結果の公表は
児童生徒に通知し、

各校の比較も公表する
ー教育長ー

放課後も楽しく過ごす学童保育
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中学校完全給食の一日も早い実施を
検討委員会で慎重審議する
ー教育長ー

住民が利用しやすい公共交通を

地域に合った公共交通に取り組む
ー町長ー

山 口  久 男 議員

山
口
議
員

　
定
率
減
税
廃
止
と
税
源
移

譲
の
影
響
で
6
月
か
ら
住
民

税
が
増
え
た
。
町
税
の
増
収

分
、
税
源
移
譲
に
よ
る
町
財

政
は
ど
う
な
る
か
。

　
増
税
等
で
、
保
育
料
の
負

担
は
増
え
て
い
る
。
保
育
料

の
引
き
下
げ
を
含
む
保
育
料

徴
収
基
準
額
の
改
定
の
考
え

は
。

　
定
率
減
税
全
廃
に
加
え
、

住
民
税
非
課
税
限
度
額
の
廃

止
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
、
国

保
税
の
値
上
げ
に
影
響
す
る
。

　
高
齢
者
負
担
の
町
独
自
の

軽
減
策
、
負
担
に
見
合
う
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
べ
き
だ
。

総
務
課
長
、福
祉
保
健
課
長

　
町
税
、
税
源
移
譲
、
定
率

減
税
全
廃
等
で
町
財
政
は
、

町
税
が
増
え
る
と
交
付
税
が

減
少
す
る
仕
組
み
だ
。

　
町
税
と
交
付
税
を
ト
ー
タ

ル
的
に
考
え
る
と
6
7
5
万

円
程
度
で
大
き
な
増
収
は
見

込
め
な
い
。

　
保
育
料
は
、
所
得
階
層
に

応
じ
た
こ
れ
ま
で
の
方
法
を

改
め
、
一
律
に
2
人
目
の
保

育
料
は
2
分
の
1
、
3
人
目

以
降
は
10
分
の
1
と
し
、
本

町
の
保
育
料
基
準
額
は
国
の

8
割
に
設
定
し
て
い
る
。
税

制
改
正
に
影
響
を
受
け
な
い

よ
う
適
時
改
正
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
負
担
軽
減
は
、

金
銭
で
の
援
助
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
介
護
給
付
事
業

な
ど
、
個
人
の
状
況
に
合
わ

せ
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
る
。
今
後
も

こ
う
し
た
支
援
に
つ
い
て
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

山
口
議
員

　
中
学
校
給
食
を
求
め
る
請

願
が
採
択
さ
れ
た
、
一
日
も

早
い
実
施
を
求
め
る
。

　
①
給
食
検
討
委
員
会
の

目
途
、
②
実
施
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
③
検
討
委
員

会
の
委
員
の
選
任
、
④
調
理

方
式
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

の
考
え
は
。

教
育
長

　
中
学
校
の
給
食
実
施
を
求

め
る
請
願
書
は
、
十
分
検
討

す
る
よ
う
に
と
の
意
見
を
付

し
て
採
択
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

①
6
月
21
日
教
育
委
員
会
に
、

仮
称
多
賀
中
学
校
給
食
検
討

委
員
会
の
設
置
に
向
け
た
協

議
を
行
う
予
定
。

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
検
討

委
員
会
で
慎
重
に
審
議
す
る
。

③
委
員
の
選
考
は
8
名
程
度
、

P
T
A
役
員
代
表
、
学
識
経

験
者
等
。

④
調
理
方
式
は
、
セ
ン
タ
ー

方
式
等
検
討
委
員
会
に
ゆ
だ

ね
、
種
々
協
議
す
る
。

定
率
減
税
廃
止
に
よ
る
影
響
は

ト
ー
タ
ル
的
に
は
大
き
な

増
収
は
見
込
め
な
い

ー
総
務
課
長
、
福
祉
保
健
課
長
ー

都市計画線引の見直しを
地域に合った開発に向け努力する
ー企画課長ー

若 林  幸 雄 議員

若
林
議
員

　
町
活
性
化
の
阻
害
要
因
と

し
て
、
市
街
化
調
整
区
域
の

線
引
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
最
近
は
、
全
国
的
に
見
直

し
の
動
き
が
あ
る
。

　
多
賀
町
で
も
昭
和
46
年
決

定
か
ら
、
1
0
0
0
人
も
の

人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

　
住
宅
、
工
場
、
店
舗
等
建

築
規
制
が
多
く
活
性
化
の
た

め
に
も
集
落
周
辺
お
よ
び
国

道
の
沿
道
、
福
寿
橋
か
ら
木

曽
、
中
川
原
ま
で
調
整
区
域

の
解
除
も
し
く
は
用
途
地
域

を
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
課
長

　
都
市
計
画
区
域
の
設
定
は
、

自
然
的
、
社
会
的
条
件
や
人

口
、
土
地
利
用
、
交
通
量
な

ど
の
現
況
の
推
移
を
考
慮
し

て
、
一
体
の
都
市
と
し
て
総

合
的
に
整
備
、
開
発
ま
た
は

保
全
す
る
必
要
が
あ
る
区
域

を
線
引
き
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
市
街
化
調
整
区
域
で
は
、

高
度
経
済
成
長
期
当
時
の
乱

開
発
防
止
で
一
定
の
成
果
と

役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、

地
域
の
活
性
化
に
あ
る
部
分

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
懸

念
は
あ
る
。

　
3
0
6
、
3
0
7
号
線
沿

線
の
犬
上
川
福
寿
橋
か
ら
木

曽
、
中
川
原
間
の
市
街
化
調

整
区
域
を
市
街
化
区
域
へ
の

変
更
は
、
多
賀
町
の
都
市
計

画
が
彦
根
長
浜
都
市
計
画
区

域
の
一
部
で
あ
り
、
町
独
自

の
変
更
は
で
き
な
い
。

　
5
年
に
1
回
見
直
し
の
あ

る
多
賀
町
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
で
、
地
域
に
合
っ

た
開
発
に
向
け
努
力
す
る
。

地
域
振
興
策
と
し
て
道
の
駅
設
置
を

広
大
な
用
地
と
費
用
、
安
定
供
給
等
の

課
題
克
服
が
必
要

ー
町
長
ー

若
林
議
員

　
町
の
基
本
構
想
と
し
て
、

定
住
人
口
と
交
流
人
口
を
増

や
す
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
が
具
体
的
に
は
触
れ
て
い

な
い
。

　
多
賀
町
の
幹
線
道
路
３
０

７
号
線
は
、
交
通
量
も
多
く

こ
れ
を
資
源
と
し
て
地
域
振

興
の
起
爆
剤
と
し
て
の
道
の

駅
設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
運
営
面
に
お
い
て
は
商
工

会
、
農
協
、
森
林
組
合
等
優

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
て

活
用
で
き
な
い
か
。

　
町
内
の
主
な
地
点
の
交
通

量
は
。

町
長

　
道
の
駅
設
置
は
、
大
き
く

2
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

道
路
管
理
者
と
設
置
場
所
の

自
治
体
が
施
設
を
整
備
す
る

一
体
型
と
、
自
治
体
が
単
独

で
施
設
を
整
備
す
る
単
独
型

が
あ
る
。

　
一
定
の
条
件
が
定
め
ら
れ
、

大
型
車
の
駐
車
を
含
む
大
規

模
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
ト
イ

レ
や
案
内
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
の
休
憩
施
設
の
設
置
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
等
が
あ
る
。

　
広
大
な
用
地
と
多
額
の
費

用
、
年
間
を
通
し
て
安
定
し

た
供
給
な
ど
課
題
の
克
服
が

今
後
必
要
で
あ
る
。

　
町
内
の
主
な
地
点
の
交
通

量
は
、
平
成
17
年
度
道
路
交

通
セ
ン
サ
ス
で
、
1
日
の
交

通
量
は
国
道
3
0
7
号
線
敏

満
寺
信
号
1
万
2
3
0
0
台

国
道
3
0
6
号
線
多
賀
北
信

号
　
　
　
1
万
2
8
0
0
台

佐
目
地
先
　
　
2
1
0
0
台

四
ツ
谷
地
先
　
1
2
0
0
台

富
之
尾
地
先
　
2
3
0
0
台

県
道
大
堀
多
賀
線
中
川
原
名

神
高
速
西
付
近
3
5
0
0
台

地域に合った開発を

地域に合った公共交通を

山
口
議
員

　
3
千
万
円
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る

が
、
便
が
少
な
い
こ
と
や
バ

ス
停
ま
で
の
距
離
が
遠
い
こ

と
な
ど
か
ら
利
用
促
進
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
の
重

要
課
題
と
し
て
、
住
民
参
加

で
公
共
交
通
活
性
化
に
役
立

つ
計
画
づ
く
り
が
必
要
だ
。

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
行
い
、
住
民
が
利
用
し

や
す
い
地
域
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
計
画
を
。

町
長

　
現
在
住
民
全
体
か
ら
、
外

出
頻
度
や
手
段
、
現
状
路
線

バ
ス
や
自
家
用
車
へ
の
依
存

へ
の
考
え
等
、
調
査
項
目
を

整
理
し
て
い
る
。

　
今
後
、
調
査
結
果
や
関
係

機
関
の
意
向
等
に
基
づ
き
検

討
会
議
で
協
議
を
進
め
、
先

進
地
事
例
の
研
究
を
重
ね
、

多
賀
町
の
地
域
に
合
っ
た
安

全
で
便
利
な
交
通
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
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企業を知る学習の実施を
企業見学などを徐々に導入したい
ー学校教育課長ー

久 保  久 良 議員

広域の地域営農体制の確立を
どのような誘導策と

支援ができるか検討する
ー農林商工課長ー

西 澤  義 雄 議員

久
保
議
員

　
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

学
習
は
大
滝
小
・
多
賀
小
で

も
活
発
に
取
り
組
ま
れ
、
故

郷
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
多
賀
町
に
は
多
く

の
企
業
が
進
出
さ
れ
、
財
政

面
に
お
い
て
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
ら

の
企
業
を
知
る
機
会
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

企
業
や
商
工
会
の
協
力
を
得

学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
社
会
科
等
の
授
業
で
企

業
学
習
を
実
施
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

　
小
学
校
の
う
ち
か
ら
調
査

見
学
・
体
験
を
通
し
て
大
人

の
考
え
を
知
る
、
社
会
に
つ

い
て
学
ぶ
、
将
来
の
夢
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
町
内
企
業
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
企
業
見
学

や
職
場
体
験
も
導
入
し
、

徐
々
に
拡
大
し
て
い
け
ば

と
考
え
て
い
る
。

西
澤
議
員

　
担
い
手
を
中
心
と
し
た
新

た
な
農
政
施
策
が
本
年
よ
り

始
ま
っ
た
。
当
町
は
集
落
規

模
も
小
さ
く
担
い
手
農
家
、

担
い
手
組
織
と
し
て
の
規
模

的
要
件
も
む
つ
か
し
い
。

　
複
数
集
落
の
連
携
に
よ
る

広
域
営
農
体
制
の
確
立
、
そ

の
枠
組
み
の
中
に
プ
ロ
的
農

家
の
育
成
、
規
模
は
少
な
く

て
も
や
る
気
の
あ
る
地
域
の

担
い
手
の
育
成
。

　
互
に
共
存
で
き
る
広
域
の

地
域
営
農
体
制
の
確
立
に
は
、

行
政
の
指
導
お
よ
び
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
商
工
課
長

　
広
域
の
地
域
営
農
体
制
の

確
立
は
、
農
業
経
営
の
ス
リ

ム
化
の
た
め
、
農
機
具
の
共

同
購
入
、
共
同
利
用
、
農
作

業
の
協
業
化
な
ど
推
進
し
て

き
た
。

　
長
年
地
縁
と
い
う
固
い
絆

で
結
ば
れ
た
村
で
培
わ
れ
て

き
た
し
が
ら
み
の
中
で
、
農

業
と
い
う
営
み
も
継
承
さ
れ

今
日
の
各
集
落
の
自
治
で
あ

り
、
地
域
営
農
体
制
で
あ
る
。

　
広
域
的
に
連
携
し
て
い
く

と
な
る
と
、
困
難
も
あ
る
が
、

そ
の
高
く
大
き
い
ハ
ー
ド
ル

を
乗
り
越
え
て
成
功
し
て
い

る
例
も
あ
り
、
先
進
事
例
を

参
考
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な

誘
導
策
が
あ
る
か
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か

な
ど
検
討
す
る
。

久
保
議
員

　
多
賀
中
に
給
食
を
求
め
る

請
願
採
択
後
、
6
カ
月
程
度

経
過
し
た
が
、
給
食
を
と
い

う
声
が
保
護
者
よ
り
聞
こ
え

て
こ
な
い
。
給
食
よ
り
も
先

生
の
増
員
・
施
設
の
整
備
な

ど
子
ど
も
を
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
望
ま

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
卒
業
式
で
の
生
徒

代
表
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

弁
当
に
対
し
て
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
て
い
た
。

　
中
学
・
高
校
と
行
く
に
つ

れ
親
と
子
の
距
離
が
離
れ
て

い
く
中
で
、
弁
当
が
親
と
子

の
絆
を
深
め
弁
当
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と
思
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
保
護

者
へ
の
配
慮
も
し
な
が
ら
弁

当
を
継
続
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

　
全
国
的
に
見
て
、
親
と
子

の
絆
が
薄
く
な
っ
て
い
る
今
、

中
学
生
を
親
の
愛
情
の
中
で

育
て
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
。
親
・
家
族
の
愛
情
に
よ

っ
て
健
全
な
子
ど
も
が
育
っ

て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
弁
当
の
重
要
性
を
感

じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
10
代
の
青
年
よ
り

弁
当
を
続
け
て
ほ
し
い
と
の

町
長
へ
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

保
護
者
へ
の
配
慮
も
し
な
が
ら

弁
当
の
継
続
を 

弁
当
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る

ー
町
長
ー

地域に根ざした体験学習

今後望まれる広域営農体制

きめ細かい教育への投資を
教育環境を整えるよう

町としても努力する
ー町長ー

久
保
議
員

　
多
賀
中
で
は
、
19
年
度
2

学
級
減
と
な
り
先
生
が
4
名

減
と
な
っ
た
。
そ
の
し
わ
寄

せ
が
少
人
数
授
業
に
き
て
い

る
。
少
人
数
授
業
に
よ
り
全

体
の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
つ
つ

あ
る
時
、
優
先
的
に
町
費
で

先
生
を
増
員
す
る
予
算
措
置

を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
き
め
細
か

い
教
育
へ
の
投
資
が
保
護
者

の
行
政
へ
の
信
頼
感
に
つ
な

が
る
。
こ
の
こ
と
が
本
町
の

最
大
の
課
題
で
あ
る
少
子
化

に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

町
長

　
教
育
は
人
づ
く
り
で
あ
り
、

将
来
の
多
賀
町
を
担
う
若
者

を
育
て
る
う
え
で
も
、
す
ば

ら
し
い
教
育
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
行
政
の
責
務
で
あ
る
。

　
県
が
提
唱
す
る
数
学
・
英

語
・
理
科
で
き
め
細
か
い
指

導
が
で
き
る
よ
う
、
県
に
も

要
望
を
出
す
と
と
も
に
町
と

し
て
も
努
力
し
た
い
。

米
の
生
産
数
量
目
標
を
高
め
よ

1
等
米
比
率
な
ど
3
項
目
と
も

平
均
ま
で
達
し
て
い
な
い

ー
町
長
、
農
林
商
工
課
長
ー

西
澤
議
員

　
平
成
19
年
度
末
の
生
産
数

量
目
標
、
市
町
村
配
分
で
当

町
は
県
下
最
低
の
配
分
率
を

受
け
町
水
田
農
業
推
進
協
議

会
会
長
で
あ
っ
た
町
長
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
の
か
。

　
配
分
要
素
は
１
等
米
比
率
、

種
子
更
新
率
、
環
境
こ
だ
わ

り
米
栽
培
の
実
績
が
基
礎
だ

が
当
町
の
取
り
組
み
が
そ
の

よ
う
に
低
い
と
思
え
な
い
。

　
関
係
機
関
で
調
査
、
確
認

し
て
原
因
究
明
し
平
成
20
年

度
に
は
修
正
配
分
を
要
求
す

べ
き
で
あ
る
。

町
長
、
農
林
商
工
課
長

　
米
の
生
産
数
量
目
標
配
分

が
県
平
均
よ
り
低
い
結
果
と

な
っ
た
原
因
は
。

　
数
量
の
95
％
は
基
礎
配
分
、

残
り
5
％
は
1
等
米
比
率
と

環
境
こ
だ
わ
り
米
へ
の
取
り

組
み
割
合
、
種
子
更
新
率
に

応
じ
た
配
分
と
さ
れ
て
い
る
。

　
1
等
米
比
率
は
平
成
15
年

か
ら
17
年
ま
で
の
平
均
が
下

が
っ
た
。
こ
の
原
因
は
、
遅

植
え
対
策
が
近
年
徐
々
に
早

ま
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
稲

熟
期
に
お
け
る
異
常
高
温
で

乳
白
米
、
胴
割
れ
米
、
カ
メ

ム
シ
な
ど
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
の
生

産
量
の
多
い
本
町
で
は
、
被

害
が
顕
在
化
し
た
。

　
共
同
乾
燥
調
整
施
設
を
利

用
し
な
い
個
袋
出
荷
分
が
特

に
品
質
が
悪
い
。

　
環
境
こ
だ
わ
り
米
は
徐
々

に
増
え
て
い
る
が
、
県
下
平

均
に
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
。

　
種
子
更
新
率
は
、
他
県
主

生
産
地
は
1
0
0
％
に
近
い

が
本
県
は
70
％
台
を
推
移
し

て
い
る
。
平
成
22
年
度
に
は

90
％
達
成
を
目
標
に
定
め
る
。
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つくしの会

おはぎづくりにはげみました

　
ア
ッ
と
言
う
間
に
、
シ
ニ

ア
サ
ー
ク
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹁
つ
く
し

の
会
﹂
の
活
動
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
活
動
に
、
会
員
30
名
で
奉

仕
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
第
2
月
曜
日
に
例
会

を
し
て
、
第
3
水
曜
日
は
杉

の
子
作
業
所
で
お
や
つ
作

り
。

　
ま
た
、
地
域
こ
ど
も
教
室
・

通
学
合
宿
も
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。

　
6
月
の
お
や
つ
作
り
は
、

草
餅
で
す
。
毎
回
50
名
分
作

り
ま
す
。
昔
私
達
の
子
ど
も

の
頃
の
お
や
つ
で
す
。

　
お
は
ぎ
・
み
た
ら
し
団
子
・

白
玉
だ
ん
ご
・
あ
ん
み
つ
・

ど
ら
や
き
・
焼
だ
ん
ご
・
蒸

し
パ
ン
等
を
4
〜
5
名
の
順

番
制
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
に
家
で
食
べ
た

こ
と
が
な
い
珍
し
い
と
、
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
昔
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
作
っ
て
、
喜
ん

で
貰
う
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

清
水
文
子
記

家族と一緒にグランドゴルフを楽しみました

サウンドフェロー（健全な仲間）

すくすく育て　子も苗も

10

　
60
歳
以
上
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
好
き
人
間
が
集
っ
て
、

11
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
現
在
、
24

名
で
月
2
回
の
練
習
に
汗
を

流
し
、
年
4
回
の
連
盟
の
シ

ニ
ア
大
会
に
出
場
し
て
い
ま

す
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ほ
か

S
L
公
園
の
清
掃
活
動
を
し

た
り
、
メ
ン
バ
ー
の
田
で
サ

ツ
マ
イ
モ
を
育
て
町
内
保
育

園
児
と
一
緒
に
イ
モ
掘
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
高
齢
者
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
、
異
世
代
に
よ

る
交
流
が
地
域
貢
献
、
社
会

活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ニ

ッ
セ
イ
財
団
の
﹁
生
き
生
き

シ
ニ
ア
活
動
﹂
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
今
後
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
中
市
夫
記

　
最
近
、
絵
馬
通
り
を

歩
い
て
み
ま
し
た
。
多

賀
大
社
前
駅
の
前
の
公

園
に
は
大
小
2
つ
の
石

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ

る
。
こ
の
門
を
く
ぐ
り

ぬ
け
、
絵
馬
札
に
願
い

を
書
い
て
石
に
の
り
で

貼
る
と
﹁
願
い
﹂
が
叶

う
と
い
う
。
多
賀
発
し

あ
わ
せ
が
こ
こ
か
ら
始

ま
る
の
だ
。
今
後
絵
馬

札
は
絵
馬
通
り
の
商
店

に
置
く
と
の
こ
と
。

　
ま
た
多
賀
大
社
で
は

30
年
ぶ
り
に
平
成
の
大

造
営
竣
功
奉
祝
神
賑
行

事
が
10
月
14
日
の
遷
座

式
を
皮
切
り
に
10
月
28

日
ま
で
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

町
あ
げ
て
お
祝
い
を
し

よ
う
と
﹁
国
生
み
祭
り
﹂

実
行
委
員
会
が
イ
ベ
ン

ト
計
画
中
で
す
。
10
月

は
大
変
賑
や
か
に
な
り

そ
う
で
す
。土

田
雅
孝
記 ・

・
・
・


